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成果の概要 / 依光 英樹 

 

会  議  名  ：  

22nd IUPAC Internat ional  Symposium on Organometal l i c  Chemistry  

Directed Towards  Organic  Synthes is  (OMCOS-22)  

（和文名：  第２２回有機合成指向有機金属化学国際会議）  

主  催  者  ：  第２２回有機合成指向有機金属化学国際会議組織委員会  

共  催  者       ：  国際純正・応用化学連合（ IUPAC）  

日本学術会議  

公益社団法人 日本化学会  

協  賛  者  ：  公益社団法人 有機合成化学協会  

       一般社団法人 近畿化学協会  

       公益社団法人 日本薬学会  

会  場     ：  ホテルグランヴィア京都  

会 期    ：  2025 年 9 月 1 日～9 月 5 日  

 

１．開催の概要および成果  

第２２回有機合成指向有機金属化学国際会議 (略称：OMCOS-22)が 2025 年 9 月 1 日

から 5 日までの 5 日間、ホテルグランヴィア京都にて開催された。本会議開催中、国内

外からおよそ 800 名の化学者が一堂に会し、有機金属を用いる有機合成の様々な分野に

関する活発な討論が行われた。一般参加者の内訳は、国内の参加者 425 名、国外からの

参加者 308 名で、26 カ国と 1 地域からの参加があった。本会議は、次のような日程で開

催した。最終日翌日には市民公開講座を開催することによって、研究成果を直接的に社

会へ還元する取り組みを行った。  

日程 午前 午後 夕刻 

 9/1（月）  開会式・特別講演 レセプション 

 9/2（火） 特別講演・招待講演 招待講演・口頭発表 ポスター発表 

 9/3（水） 特別講演・招待講演 エクスカーション  

 9/4（木） 特別講演・招待講演 招待講演・口頭発表 ポスター発表・バンケット 

 9/5（金） 特別講演・招待講演・閉会式  

 (9/6（土））  （市民公開講座）  

 

それぞれの分野・プログラムにおいて世界的に著名な研究者を招待し、最新の研究成

果の公表と討論、さらには各分野の今後目指すべき方向性についての提言などが行われ

た。特別講演としてノーベル化学賞受賞者の Ben Feringa 教授（グローニンゲン大学、

オランダ）をはじめ 7 名、招待講演として鳶巣守教授（大阪大学）をはじめ 20 名の研究

者が講演を行った。さらに 1997 年に創設された国際賞「OMCOS Award」の表彰およ



び受賞講演が行われた。今年度は受賞者として Josep Cornel la 教授が選ばれ、受賞講

演ではビスマス錯体を触媒とする分子変換に関する最新の研究成果が紹介された。また

ポスター発表については 456 件の応募があり、その中から特に優れた研究 42 件につい

ては口頭発表へのアップグレードが行われた。  

学会最終日の翌日には、市民公開講座「炭素と金属で拓く未来社会」がキャンパスプ

ラザ京都にて行われた。大木靖弘教授（京都大学）、阿部竜教授（京都大学）、北川進特

別教授（京都大学）の講演がおこなわれ、85 名の市民が参加した。  

いずれの講演・プログラムにおいても活発な議論が交わされ、本会議は成功裏に終了

した。  

最後になりましたが、貴財団から本会議開催のための助成金の採択を受けましたこと

について、ここに厚く御礼申し上げます。  

 

２．写真  

開会式の様子              OMCOS Award 受賞式  

  

市民公開講座の様子  

 

 

 


